



















て竹は一年で成木となる。 さらに 3 ～ 5 年冬場の寒い時
として使用できるようになるが、 それで も 尚、 木材に比







れ、竹の集成技術が発達し 、 工業的に扱う こ とが司能な
状態となった。 特にここ数年は 、 テクスチヤーとしての
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くの工程を要する。 3 ～ 5 年冬場の寒い時期、 夏場の暖
かい時期を耐えた身の締まった竹を、虫の着きにくい冬






に削り、形を整えて接着して集成材が完成する （図 l 参照）。
図 l 竹集成材の集成工程イメージ
竹集成材の大きな特徴のひとつは、繊維方向が均ーな
ことである 。 そのため長さ方向に対して狂いが無く 、 繊
維方向に対 して鉛直な方向の寸断強度が非常に高い。 薄
い材でも長さ方向に強度があるため、重量物をのせる審：
架の棚板等の用途に適している。 逆に 、 繊維方向に添っ
てカがかかると、まさしく「竹を割ったように」あっ さ
り割れてしまう 。
















































































































































3 ） 細くても強度が出易いよう 可能な限り繊維を分断し
ない。








同 4 附子のサイ ドフレーム按合イメージ
例えは余裕子のサイドフレームを構成する場合、図 4 の








材を組み合わせ、 NC 加工機等で外形線を トリ ミングす
れば、スリムな外形ながら非常に強靭なフレームを、比






















果、スリットの左右に、 全長に対して 1 / 8 以上の残
りしろ持ちつつ 、 スリットの幅を 10 ミリ以内にすれば、








図6 スリ ッ ト入れた竹集成材
この方法は、竹集成材に単純な加工を施したに過ぎな










ムと 、 接合部の剛性確保による貰の省略により 、 本来
比重の高い素材でありながら、軽量に仕上げることが可
能になった。 さらにそのサイドフレームをつなぐ貫にス




















・ 上回弦一郎 『竹と日本人j 日本放送出版協会 1979 
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